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夕
暮
れ
時
、

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と

ス
ト
ッ
プ
！
　
飲
酒
運
転

「
夕
暮
れ
時
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

運
動
」
実
施
中

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
夕
暮
れ

時
は
、
交
通
事
故
が
最
も
起
き
や

す
い
時
間
帯
で
す
。

自
動
車
や
自
転
車
に
乗
る
と
き

は
、
日
没
前
の
午
後
四
時
か
ら
、

ラ
イ
ト
の
点
灯
を
お
願
い
し
ま

す
。特

に
危
険
な
の
が
、
自
転
車
の

無
灯
火
走
行
で
す
。
自
転
車
の
ラ

イ
ト
は
照
ら
す
た
め
だ
け
に
あ
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲
に
自

転
車
の
存
在
を
教
え
る
た
め
に
も

あ
る
の
で
す
。「
自
分
は
見
え
て

い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
相
手
か
ら
見
え
て
い
な
け

れ
ば
事
故
に
あ
う
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。
必
ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
歩
行
者
の
皆
さ
ん
も
、

明
る
い
服
を
着
た
り
、
反
射
材
を

付
け
た
り
す
る
な
ど
、
車
や
自
転

車
か
ら
発
見
さ
れ
や
す
く
、
目
立

つ
服
装
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
ッ
プ
！
　
飲
酒
運
転

ア
ル
コ
ー
ル
に
は
麻
酔
作
用
が

あ
り
ま
す
。
理
性
の
源
で
あ
る
大

更
さ
れ
ま
し
た
。

変
更
内
容

①
手
帳
に
、
顔
写
真
を
は
り
付
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

②
精
神
障
害
を
事
由
と
し
た
特
別

障
害
給
付
金
を
、
現
在
受
給
し

て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

（
特
別
障
害
給
付
金
受
給
資
格

者
証
の
写
し
と
直
近
の
国
庫
金

振
込
・
送
金
通
知
書
の
写
し
）

で
も
申
請
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
問
い
合
わ
せ
…
保
健
予
防
課
精
神

保
健
係
・
℡
２
２
７-

５
１
０

２「
戦
傷
病
者
等
お
よ
び
戦

没
者
等
の
妻
」
に
特
別

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

特
別
給
付
金
の
内
容

①
戦
傷
病
者
妻
特
別
給
付
金
の
継

続
支
給
…
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫

が
、
十
月
一
日
現
在
、
増
加
恩

給
・
傷
病
年
金
・
特
例
傷
病
恩

給
・
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る

場
合
、
そ
の
妻
に
支
給

②
戦
傷
病
者
妻
特
別
給
付
金
の
特

例
支
給
…
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫

が
、
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
、
一
般
の
け
が
や
病

気
で
亡
く
な
っ
た
場
合
、
そ
の

脳
皮
質
は
、

わ
ず
か
な
飲

酒
で
簡
単
に

ま
ひ
し
て
し

ま
い
ま
す
。

ま
た
、
動

体
視
力
や
判

断
力
の
低
下

な
ど
を
も
た

ら
す
た
め
、

と
て
も
危
険
で
す
。

「
ほ
ん
の
一
杯
だ
か
ら
運
転
し

て
も
大
丈
夫
」「
こ
れ
く
ら
い
な

ら
大
丈
夫
」
が
悲
惨
な
結
果
を
招

き
ま
す
。

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の
二
十

件
に
一
件
が
死
亡
事
故
で
す
。
こ

の
割
合
は
、
飲
酒
運
転
で
は
な
い

と
き
の
事
故
に
比
べ
、
七
倍
以
上

と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」「
乗
る

な
ら
飲
ま
な
い
」「
乗
る
人
に
飲

ま
せ
な
い
」
が
、
ル
ー
ル
で
す
。

問
い
合
わ
せ
…
総
合
交
通
政
策
課

交
通
安
全
指
導
係
・
℡
内
線
３

２
６
５

精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
変
更
に
つ
い
て

十
月
一
日
か
ら
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
が
次
の
と
お
り
変

妻
に
支
給

③
戦
没
者
妻
特
別
給
付
金
へ
の
移

行
支
給
…
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫

が
、
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
、
公
務
傷
病
や
勤
務

関
連
傷
病
で
亡
く
な
っ
た
場

合
、
そ
の
妻
に
支
給

④
戦
傷
病
者
妻
特
別
給
付
金
の
新

規
支
給
…
平
成
十
三
年
四
月
二

日
か
ら
同
十
五
年
四
月
一
日
の

間
に
夫
が
戦
傷
病
者
と
し
て

増
加
恩
給
・
傷
病
年
金
・
特
例

傷
病
恩
給
・
障
害
年
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
場
合
に
、
そ
の

妻
に
支
給

対
象①

〜
③
は
、
こ
と
し
国
債
の
最

終
償
還
を
迎
え
た
方
。
④
は
、
平

成
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
同
十
五

年
四
月
一
日
の
間
に
新
た
に
戦
傷

病
者
の
妻
に
な
っ
た
方
。

請
求
方
法

該
当
す
る
方
は
、
平
成
二
十
一

年
九
月
末
日
ま
で
に
生
活
福
祉
課

（
本
庁
舎
一
階
）
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

請
求
に
は
、
恩
給
な
ど
の
受
給

状
況
お
よ
び
十
月
一
日
現
在
の
現

況
を
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ
…
生
活
福
祉
課
総
務

係
・
℡
内
線
２
５
２
３

大正14年、入間川の川砂利採取のために開通し、昭

和38年に貨物営業を休止した西武安
あ

比
ひ

奈
な

線。11月５

日、西武安比奈線の線路を歩く催しに出かけました。

当日は、市内外から3,000人以上が参加。ふだんは見

ることができない景色を楽しんだり、当時の面影を探

しながら線路の上を歩いたり……。参加した皆さんは、

思い思いに小春日和の１日を楽しんでいました。

シリーズ 252

［池辺
いけのべ

］
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＊
会
場
は
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
オ
ア
シ
ス
）
で
す
。

講
習
会
日
程

川
越
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
提
供
会
員
を
募
集

地
域
中
心
の
育
児
に
関
す
る
相
互
援
助
活
動
を
支
援
し
て
い
る
川
越
市
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
の
援
助
を
し
た
い
方
（
提

供
会
員
）
と
援
助
を
受
け
た
い
方
（
依
頼
会
員
）
を
会
員
と
し
て
登
録
し
、

子
ど
も
の
保
育
園
な
ど
の
送
迎
や
預
か
り
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
す
る
提
供
会
員
を
募
集
し
ま

す
。
希
望
す
る
方
は
、
左
記
の
講
習
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員
…
先
着
三
十
人

申
し
込
み
…
12
月
１
日
昔
〜
15
日
昔
（
日
曜
日
を
除
く
）
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
に
、
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
・
℡
２
２
５-

３
８
２
８

＊
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
会
場
へ
は
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
や
自
転
車

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
依
頼
会
員
（
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
方
）
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
…
こ
ど
も
家
庭
課
管
理
係
・
℡
内
線
２
５
８
２

日
　
時

テ
ー
マ

来
年

午
前
10
時
〜
10
時
10
分

開
講
式
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

１
月
29
日
席

午
前
10
時
10
分
〜
正
午

援
助
活
動
へ
の
期
待
・
援
助
活
動
の
実
際

午
後
１
時
〜
３
時

保
育
の
心

１
月
30
日
惜

午
前
10
時
〜
正
午

子
ど
も
の
食
事
と
お
や
つ

午
後
１
時
〜
３
時

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
！
　
楽
し
く
遊
ぼ
う
！

２
月
５
日
席

午
前
10
時
〜
正
午

乳
幼
児
の
生
活
と
育
児
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

午
後
１
時
〜
２
時
50
分

子
ど
も
の
病
気

午
前
10
時
〜
正
午

子
ど
も
の
事
故
と
安
全
・
応
急
処
置

２
月
６
日
惜

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

子
ど
も
の
心
と
身
体
の
発
達

午
後
２
時
30
分
〜
３
時

閉
講
式

まちを知り、まちを楽しむ日 12月１日昔は「市民の日」
「市民の日」は、「市民が、市の歴史を知り、自治の意識をたかめ、進歩そして調和を目指す日」として、

昭和57年に設けられました。これを記念し、下記の日程は、各施設が無料で利用できます。

■12月１日昔・３日隻に無料となる施設

■シルバーガイド・市民の日無料観光案内
12月３日隻、午前10時～午後３時に、直接、本丸御殿または時の鐘に集合。随時、集合場所の周辺を

案内します。

問い合わせ…川越駅観光案内所・℡222－5556

武道館 ℡224－7220 午前９時～午後９時 個人使用料
喜多院 ℡222－0859 午前９時～午後４時 中学生以下の拝観料

市立博物館　 ℡222－5399
蔵造り資料館 ℡225－4287 午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで） 入館料
川越城本丸御殿 ℡224－6015
市立美術館 ℡228－8080 午前９時～午後５時（入場は午後４時30分まで） 常設展・特別展の観覧料
川越まつり会館 ℡225－2727 午前９時30分～午後５時30分（入館は午後５時まで） 観覧料
児童センターこどもの城 ℡225－7288 ①午前11時～②午後３時～ プラネタリウム観覧料
農業ふれあいセンター ℡226－6551 午前９時～午後５時 個人利用の多目的ホール使用料
東後楽会館 ℡224－3366 午前９時30分～午後４時

入館料
西後楽会館 ℡232－6177（入浴は午前10時～午後３時30分）
総合福祉センター

℡228－0200
①午後３時30分～５時30分

プール使用料
オアシス ②午後６時30分～８時30分
サンライフ川越 ℡225－5445 午前９時～午後９時（３日は午後５時まで） トレーニング室使用料
芳野台体育館 ℡225－5445 午前９時～午後９時（３日は午後５時まで） 使用料

■12月１日昔に無料となる施設


